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創立３０周年を迎えた岡山実験動物研究会の追憶 
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                  marked the 30th Anniversary  
                 永井  廣 
                   Hiroshi Nagai 
          
                                      岡山大学名誉教授 




































































の経緯や昭和 62 年 3 月 30 日に開催された第 13 回研









への道」を語る前に、第 5 回研究会(昭和 59 年 5 月
19 日、岡山大学歯学部で開催)の西村秀雄先生と









     第５回研究会(昭和 59 年 5 月 19 日) 




   第１３回研究会 (昭和 62 年 3 月 30 日) 
        ルドワラン博士(左)、筆者(中央) 
 
























     第５回研究会(昭和 59 年 5 月 19 日) 




        シューマッハー先生(右)と筆者(左) 
    マールブルグで開催のドイツ解剖学会にて 





















































































と発想したのは昨年(昭和 61 年)の 10 月の中頃であ
る。岡田節人氏(国立共同研究機構基礎生物学研究所
長)にお願いしたところ、いつもの気さくさでルドワ


























後 4時 20 分にフォーラムの幕を閉じた。 























1987(昭和 62)年 5 月 
 
なお、本文中に掲載した先生方の(  )の肩書きは
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おわりに、佐藤勝紀先生の御配慮に感謝致します。 
